
 

 

 

 

 

 

暑
あつ

くなる日
ひ

が多
おお

くなり、体
からだ

が疲
つか

れていませんか？くもりや雨
あめ

の日
ひ

が多
おお

いですが、梅雨
つ ゆ

が

明
あ

ければ夏
なつ

本番
ほんばん

です。体調
たいちょう

を崩
くず

さないためにも、早
はや

く寝
ね

て、ご飯
はん

をしっかり食
た

べて元気
げ ん き

に

夏休
なつやす

みを迎
むか

えましょう。悩
なや

みや困
こま

ったことがあったら、先生
せんせい

やおうちの人
ひと

に相談
そうだん

してくだ

さいね。 

 

 

 

 

 暑
あつ

くなってくると心配
しんぱい

されるのが熱 中 症
ねっちゅうしょう

です。コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

で、マス

クをしているため、熱 中 症
ねっちゅうしょう

の危険
き け ん

度
ど

がいつもより増
ま

しています。熱 中 症
ねっちゅうしょう

は対策
たいさく

をすれば

防
ふせ

ぐことができる病気
びょうき

なので、一人一人
ひ と り ひ と り

が気
き

を付
つ

けて生活
せいかつ

しましょう。 

★熱 中 症
ねっちゅうしょう

とは・・・ 

 汗
あせ

をかくことで体
からだ

の水分
すいぶん

が失
うしな

われ、体
からだ

がおどろくことで、頭痛
ず つ う

、吐
は

き気
け

、めまいなど

が起
お

こることです。外
そと

だけでなく、部屋
へ や

の中
なか

にいても起
お

こる可能性
かのうせい

があります。熱 中 症
ねっちゅうしょう

は

ひどくなると、意識
い し き

がなくなったり、呼吸
こきゅう

が止
と

まったりしてしまう、とても怖
こわ

いものです。 

★「新
あたら

しい生活
せいかつ

様式
ようしき

」での熱 中 症
ねっちゅうしょう

予防
よ ぼ う

のポイント 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

長田
な が た

小学校
しょうがっこう

    

ほけんだより  Ｎｏ．４ 

Ｒ３．７．１ 発行
はっこう

 

 

７月
がつ

の保健
ほ け ん

目標
もくひょう

：暑
あつ

さに負
ま

けない体
からだ

をつくろう 

 ふたば    

１ 暑
あつ

い時
とき

にはマスクをはずしましょう。 

外
そと

では、人
ひと

と十分
じゅうぶん

な距離
き ょ り

をとり、暑
あつ

いとき

には無理
む り

せずマスクをはずしましょう。マ

スクを着
つ

けているときは、激
はげ

しい運動
うんどう

はひ

かえましょう。 

２ こまめに水分
すいぶん

補給
ほきゅう

をしましょう。 

・のどが渇
かわ

く前
まえ

に飲
の

むことが大切
たいせつ

です。 

・体
からだ

に入
はい

ってくる水分
すいぶん

は、飲
の

み物
もの

からと、

食
た

べ物
もの

からがあります。朝 食
ちょうしょく

を食
た

べてく

ることは、午前中
ごぜんちゅう

に必要
ひつよう

な水分
すいぶん

を摂
と

るため

に大切
たいせつ

なことなのです。 

３ 日
ひ

頃
ごろ

から健康
けんこう

管理
か ん り

をし、暑
あつ

さに負
ま

けない体
からだ

をつくりましょう。 

・日
ひ

頃
ごろ

から体温
たいおん

を測
はか

り、自分
じ ぶ ん

の健康
けんこう

をチェックし

ます。体調
たいちょう

が悪
わる

いときは、熱 中 症
ねっちゅうしょう

になりやす

いので、無理
む り

せず自宅
じ た く

で休
やす

んでください。 

・適度
て き ど

に運動
うんどう

をし、暑
あつ

さに体
からだ

を慣
な

らしましょう。 

・「早寝
は や ね

 早
はや

起
お

き 朝
あさ

ごはん 栄養
えいよう

バランスの良
よ

い食事
しょくじ

」で体力
たいりょく

をつけ、熱 中 症
ねっちゅうしょう

にもコロナウ

イルスにも負
ま

けない体
からだ

づくりをしましょう。 

 



おうちのかたへ 
 

○４月から実施いたしました、健康診断の結果を「健康の記録」として配布します。押印の

うえ、１６日（金）までに各学級担任まで提出をお願いいたします。 

 

○５月２４日に熱中症予防についてのお知らせを配布しました。そこには、『安全面を考慮

し、登下校中の水筒からの水分補給はしないものとします。』とありますが、暑くなって

きましたので、長い時間歩く班については給水ポイントを決めて水分補給をさせたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御家庭での健康観察をよろしくお願いいたします！ 

・高熱（39～40℃）と白目の

充血、目やに、喉の痛みや首

のリンパ節の腫れなどがでま

す。 

・出席停止になりますので、診

断された場合には学校まで連

絡をお願いします。 

・手のひら、足の裏、口の中、お

しりやひざなどに水疱ができま

す。37～38℃程度の発熱があ

ることもありますが、平熱のま

ま経過する場合もあります。 

・医師の診断を受け、登校の許可

があり、発熱もなく食欲もあれ

ば登校可能です。 

・結膜の充血やかゆみで始まり、

ゴロゴロした感じ、涙の増加な

どがあります。症状が進むと、

出血やまぶたのむくみが出てき

ます。耳前リンパ節の腫れや痛

みを感じることもあります。 

・症状がなくなり、医師の診断を

受け、登校の許可が出るまでは

出席停止になります。 

 

・38～40℃の高熱、喉の痛み、

上あごや喉の奥に小さな水疱が

できます。 

・医師の診断を受け、登校の許可

があり、発熱や口内の痛みがな

く元気であれば登校可能です。 

夏に流行しやすい感染症について 
 

★咽頭結膜熱（プール熱） ★手足口病 

★流行性角結膜炎（はやり目） ★ヘルパンギーナ 


